








際の素材表層部の温度を放射温度計にて測定した結果を



4．鍛造荷重予測式

　RR鍛造の工程設計にあたり，RR素材の温度と鍛造荷
重の関係を定量的に把握することは大変重要である。例
えば，鍛造可能な限界鍛造開始温度を予測できれば加熱
時間の短縮による生産効率の飛躍的な向上が期待でき
る。しかし，実機で鍛造荷重を測定することは困難で，
従来は経験的に工程設計を行っていた。そこで，解析モ
デルⅡを用いて素材温度が鍛造荷重に及ぼす影響を調査
することとした。
　金型への充満状態が異なると鍛造荷重が異なる。ま
た，金型への充満状態の支配因子のひとつに材料流動が
挙げられるが，これは素材表層近傍の温度分布の影響を
大きく受けると考えられる。そのため，素材表層近傍の
温度分布について平均温度を算出し，この平均温度と鍛
造荷重との関係を調査した。表 6に変形解析に用いた素




